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(57)【要約】
【課題】水槽の吊持構造の強度が高いドラム式洗濯機を
提供する。
【解決手段】実施形態のドラム式洗濯機は、前面に衣類
投入口が設けられた筺体と、前記筺体の内部に配され第
一バネ掛け部を有する水槽と、一端が前記第一バネ掛け
部に接続され前記水槽を吊持する第一吊バネと、を備え
る。また、前記筺体は、前記前面側から見て左方部位と
なる左側板と、前記前面側から見て右方部位となる右側
板と、前記左側板の上部に設けられた第一位置と前記右
側板の上部に設けられた第二位置との間に架け渡された
第一補強部材と、前記左側板の上部のうち第一位置より
も背面側となる部位に設けられた第三位置と前記右側板
の上部のうち第二位置よりも背面側となる部位に設けら
れた第四位置との間に架け渡された第二補強部材と、前
記第一補強部材と前記第二補強部材との間に架け渡され
、第二バネ掛け部を有する第三補強部材と、を備え、前
記第一吊バネの他端は前記第二バネ掛け部に接続されて
いる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前面に衣類投入口が設けられた筺体と、前記筺体の内部に配され第一バネ掛け部を有す
る水槽と、一端が前記第一バネ掛け部に接続され前記水槽を吊持する第一吊バネと、を備
えたドラム式洗濯機であって、
　前記筺体は、
　前記前面側から見て左方部位となる左側板と、
　前記前面側から見て右方部位となる右側板と、
　前記左側板の上部に設けられた第一位置と前記右側板の上部に設けられた第二位置との
間に架け渡された第一補強部材と、
　前記左側板の上部のうち第一位置よりも背面側となる部位に設けられた第三位置と前記
右側板の上部のうち第二位置よりも背面側となる部位に設けられた第四位置との間に架け
渡された第二補強部材と、
　前記第一補強部材と前記第二補強部材との間に架け渡され、第二バネ掛け部を有する第
三補強部材と、
　を備え、
　前記第一吊バネの他端は前記第二バネ掛け部に接続されているドラム式洗濯機。
【請求項２】
　前記水槽は、第三バネ掛け部をさらに備え、
　前記第三補強部材は、第四バネ掛け部をさらに備え、
　前記第三バネ掛け部と前記第四バネ掛け部との間に両端が接続された第二吊バネをさら
に備える請求項１に記載のドラム式洗濯機。
【請求項３】
　前記第二バネ掛け部は、樹脂材料により形成されている請求項１に記載のドラム式洗濯
機。
【請求項４】
　前記第二バネ掛け部及び前記第四バネ掛け部は、樹脂材料により形成されている請求項
２に記載のドラム式洗濯機。
【請求項５】
　前記第三補強部材は、全体がガラス繊維強化ポリプロピレンにより形成されている請求
項１又は２に記載のドラム式洗濯機。
【請求項６】
　前記第三補強部材は、金属材料により形成されており、
　前記第一吊バネの両端部のうち第二バネ掛け部に接続される端部は、樹脂製の第一摺動
部材を介して前記第二バネ掛け部に接続されている請求項１に記載のドラム式洗濯機。
【請求項７】
　前記第三補強部材は、金属材料により形成されており、
　前記第一吊バネの両端部のうち第二バネ掛け部に接続される端部は、樹脂製の第一摺動
部材を介して前記第二バネ掛け部に接続されており、
　前記第二吊バネの両端部のうち第四バネ掛け部に接続される端部は、樹脂製の第二摺動
部材を介して前記第四バネ掛け部に接続されている請求項２に記載のドラム式洗濯機。
【請求項８】
　前記筐体は、上部の前面側となる位置に設けられた前天板をさらに備え、
　前記第一補強部材の最上部は、前記第二補強部材の最上部よりも低く設けられており、
　前記前天板の一部は、前記第一補強部材の少なくとも一部と上下方向に関して重なる位
置に設けられた請求項１から７のうちいずれか一項に記載のドラム式洗濯機。
【請求項９】
　前記水槽は、前記筺体の背面側から前面側へ向けて上り傾斜となっており、
　前記第一補強部材の最上部は、前記第二補強部材の最上部よりも高く設けられている請
求項１から７のうちいずれか一項に記載のドラム式洗濯機。
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【請求項１０】
　前記第三補強部材は、折れ曲がった形状を有する請求項８又は９に記載のドラム式洗濯
機。
【請求項１１】
　前記左側板又は前記右側板に支持され、前記水槽内への給水に供する給水装置をさらに
備え、
　前記給水装置は、前記第一補強部材及び前記第二補強部材のうち少なくとも一方によっ
てさらに支持される請求項１から１０のうちいずれか一項に記載のドラム式洗濯機。
【請求項１２】
　前記左側板又は前記右側板に支持され、投入された衣類を乾燥させる乾燥機構をさらに
備え、
　前記乾燥機構の少なくとも一部は、前記第一補強部材及び前記第二補強部材のうち少な
くとも一方によってさらに支持される請求項１から１１のうちいずれか一項に記載のドラ
ム式洗濯機。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、ドラム式洗濯機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のドラム式洗濯機は、筺体の両側板間に架け渡された補強部材の中央部に吊ばねを
配し、その吊ばねによって水槽を上方より吊持していた。しかし、このような従来の吊持
構造では、補強部材が水槽の重量に耐えられず変形してしまうことがあった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－１３０５１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明が解決しようとする課題は、水槽の吊持構造の強度が高いドラム式洗濯機を提供
することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を達成するため、実施形態のドラム式洗濯機は、前面に衣類投入口が設けられ
た筺体と、前記筺体の内部に配され第一バネ掛け部を有する水槽と、一端が前記第一バネ
掛け部に接続され前記水槽を吊持する第一吊バネと、を備える。また、前記筺体は、前記
前面側から見て左方部位となる左側板と、前記前面側から見て右方部位となる右側板と、
前記左側板の上部に設けられた第一位置と前記右側板の上部に設けられた第二位置との間
に架け渡された第一補強部材と、前記左側板の上部のうち第一位置よりも背面側となる部
位に設けられた第三位置と前記右側板の上部のうち第二位置よりも背面側となる部位に設
けられた第四位置との間に架け渡された第二補強部材と、前記第一補強部材と前記第二補
強部材との間に架け渡され、第二バネ掛け部を有する第三補強部材と、を備え、前記第一
吊バネの他端は前記第二バネ掛け部に接続されている。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】第一の実施形態のドラム式洗濯機の前面側からの外観斜視図
【図２】第一の実施形態のドラム式洗濯機の内部構造を示す前面側からの斜視図
【図３】第一の実施形態における給水装置及び乾燥フィルタケースの支持構造を示す上方
から見た平面図
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【図４】第一の実施形態における水槽の吊持構造を示す側面図
【図５】第二の実施形態の摺動部材を示す側面図
【図６】第三の実施形態における水槽の吊持構造を示す側面図
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下、複数の実施形態について図面を参照しながら説明する。なお、複数の実施形態に
おいて実質的に同一の構成部位については、同一の符号を付し、説明を省略する。
　　＜第一の実施形態＞
　第一の実施形態のドラム式洗濯機は、乾燥運転に供する乾燥機構を備えた所謂ドラム式
洗濯乾燥機である。以下、第一の実施形態のドラム式洗濯機について、図１から図４を参
照しながら説明する。
【０００８】
　まず、主に図１を参照しながら、筺体１００の外部構造について説明する。筺体１００
は、本実施形態のドラム式洗濯機の外面を形成するとともに、本体の骨格構造をなす。筺
体１００の前面（図１において左手前側）には、上前板１０１及び下前板１０２が設けら
れている。上前板１０１は、筺体１００の前面のうち上側の部分をなし、衣類を出し入れ
するための衣類投入口が設けられている。また、衣類投入口を開閉する扉１１６がヒンジ
１１７を介して設けられている。扉１１６のうち、筺体１００前面側から見て右上となる
部分には、取手１１８が設けられている。扉１１６が閉じられた状態において取手１１８
を引くと、ロック機構（図示せず）が解除され、扉１１６を開放することができる。なお
、扉１１６、扉取付板３００（図２参照）等を鏡像形状のものに変更すると、取手１１８
を扉１１６の左上の位置に設けることができる。
【０００９】
　以下、各部の位置や向きを説明する際は、特に断りのない限り、筺体１００の前面側を
「手前」、背面側を「奥」として表現し、筺体１００前面側から見て左方を「左」、右方
を「右」として表現する。
【００１０】
　使用者が洗剤を投入するための洗剤ケース１１２は、その前面が上前板１０１と面一と
なるように設置されている。洗剤ケース１１２は、手前面に開口部を備えるが、この開口
部は、普段は蓋１１３によって閉じられている。蓋１１３は、普段は洗剤ケース１１２の
前面と面一となっているが、使用者によって押されると、図示しないヒンジを軸に奥側に
回動して開き、使用者が前記開口部の縁に手指を掛けることができるようになる。使用者
は、この開口部の縁に手指を掛けて手前に引くことによって、給水装置２０１の洗剤ケー
ス収容部２１０（図２参照）から洗剤ケース１１２を引き出すことができる。
【００１１】
　下前板１０２は、筺体１００の前面のうち下側の部分をなす。下前板１０２の左側部分
には、循環フィルタ扉１０３が設けられている。詳しい説明は省略するが、本実施形態の
ドラム式洗濯機では、循環水路（図示せず）によって水槽２００内の水を循環させながら
洗濯が行われる。循環フィルタ扉１０３を開放すると、この循環水路中に設けられたリン
トフィルタを取り出せるようになっている。
【００１２】
　筺体１００の上部には、前天板１０４、後天板１０７及び操作パネル１１１が設けられ
ている。前天板１０４は、筺体１００の上部うちの手前側の部位をなし、前天板１０４の
上には、さらに操作パネル１１１が配されている。操作パネル１１１は、電源入ボタン１
０５、電源切ボタン１０６及び静電タッチパネル部１２０を備える。電源入ボタン１０５
及び電源切ボタン１０６は、機械式のスイッチであり、使用者に押されることで、それぞ
れ主電源をオン及びオフにする。図示はしないが、静電タッチパネル部１２０は、操作面
の裏側にＬＥＤと電極フィルムとを備えており、ＬＥＤの点灯によって使用者に種々の表
示を行い、電極フィルムの静電容量の変化を通じて使用者によるタッチ操作を検知する。
【００１３】
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　後天板１０７は、筺体１００の上面のうち奥側の部位をなす。給水口２０２及び風呂水
口２０４が、後天板１０７に設けられた開口を通じて機外に臨んでいる。給水口２０２は
、図示しない給水ホースを介して外部の水道に接続されている。給水弁２０３ａ（図３参
照）を開くと、洗剤ケース１１２の洗剤投入部（図示せず）を通じて水槽２００内へ給水
が行われ、給水弁２０３ｂ（図３参照）を開くと洗剤ケース１１２の柔軟仕上げ剤投入部
（図示せず）を通じて水槽２００内へ給水が行われる。風呂水口２０４には、図示しない
風呂水ホースの一端が接続される。この風呂水ホースの他端を風呂の残水内に導入した状
態で風呂水ポンプ２０５（図３参照）を駆動することによって、前記風呂水ホース及び風
呂水口２０４を通じて風呂の残水を機内に取り込むことができる。
【００１４】
　後天板１０７のうち右手前側には、乾燥フィルタ収容部２１１（図２参照）に連通する
開口部が設けられており、この開口部を通じて乾燥フィルタ収容部２１１から乾燥フィル
タ１１４を出し入れすることができる。乾燥フィルタ１１４を乾燥フィルタ収容部２１１
に収容した状態において、乾燥フィルタ１１４の上面は、後天板１０７と面一となる。
【００１５】
　乾燥フィルタ１１４は、その上面に開口部を備えるが、普段は蓋１１５によって閉じら
れている。蓋１１５は、普段は乾燥フィルタ１１４の上面と面一となっているが、使用者
によって押されると、図示しないヒンジを軸に下方に回動して開き、使用者が前記開口部
の縁に手指を掛けることができるようになる。使用者は、この開口部の縁に手指を掛けて
上方向に持ち上げることによって、乾燥フィルタ１１４を乾燥フィルタ収容部２１１から
取り出すことができる。乾燥フィルタ１１４の機能については後述する。
【００１６】
　左側板１０８ａ及び右側板１０８ｂは、それぞれ筺体１００の左右の側面をなす。底板
１０９は、筺体１００の底面をなすとともに、種々の部品を下方から支持し、特に、図示
しないサスペンションを介して水槽２００を支持する。後上板１１０は、筺体１００の背
面の上部をなす。図示しないが、筺体１００の背面の下部は、後下板によって形成される
。
【００１７】
　主に図２から図４を参照しながら、本実施形態のドラム式洗濯機の内部構造について説
明する。なお、図２は、筺体１００のうち上前板１０１、前天板１０４、後天板１０７、
右側板１０８ｂ、後下板等を外した状態における内部斜視図であり、見易くするために、
水槽２００の排気口２０６と乾燥フィルタケース２０７とを接続する排気ダクトが省略さ
れている。
【００１８】
　筺体１００の内部の中心には、有底円筒状に形成された水槽２００が、その開口部１１
９ｂ（図４参照）を手前側やや上方を向けた状態で配されている。図示はしないが、水槽
２００の内部には、有底円筒状に形成された回転ドラムが、その開口部が扉取付板３００
の開口部１１９ａ（図２、図３参照）と連なるように配されている。水槽２００の開口部
１１９ｂ及び回転ドラムの開口部は、扉取付板３００の開口部１１９ａや衣類投入口と連
なり、これらを通じて回転ドラム内から衣類を出し入れすることができる。
【００１９】
　筺体１００の内部において左側上部には、給水装置２０１が設けられており、給水装置
２０１は、洗剤ケース収容部２１０と開口部２１２を備えている。開口部２１２は、筺体
１００の前面側を向いており、洗剤ケース収容部２１０と機外とを連通する。この開口を
通じて、洗剤ケース１１２は、洗剤ケース収容部２１０から出し入れされる。
【００２０】
　筺体１００の内部において右側上部には、乾燥機構の一部を構成する乾燥フィルタケー
ス２０７が設けられており、乾燥フィルタケース２０７は、乾燥フィルタ収容部２１１及
び開口部２１３を備えている。開口部２１３は、上方を向いており、乾燥フィルタ収容部
２１１と機外とを連通する。開口部２１３を通じて、乾燥フィルタ１１４は、乾燥フィル
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タ収容部２１１から出し入れされる。乾燥フィルタケース２０７は、水槽２００の排気口
２０６に接続された排気ダクト（図示せず）と接続ダクト２０９（図２参照）とを接続し
て乾燥機構の風路の一部をなすとともに、乾燥フィルタ１１４によって空気中のリントを
捕獲し、下流のヒートポンプユニット（図示せず）をリントから保護する。また、乾燥フ
ィルタケース２０７の上部には、機外排気口２０８（図３参照）が開閉可能に設けられて
おり、図示しない制御装置の制御信号に応じて開閉される。
【００２１】
　接続ダクト２０９の上端は、乾燥フィルタケース２０７の下部のうち奥側の部位と接続
されている。接続ダクト２０９は、この接続部から下方に伸びており、下端が図示しない
ヒートポンプユニットと接続されている。接続ダクト２０９を通じて送られてきた空気は
、このヒートポンプユニットによって除湿加熱されて、図示しない給気口から再度水槽２
００内へ導入される。
【００２２】
　上前板１０１の裏側となる位置には、扉取付板３００が設けられている。扉取付板３０
０は、ステンレス鋼板により形成された部材であり、中央には、前記衣類投入口と連なる
開口部１１９ａが設けられている。扉取付板３００は、両側板１０８ａ及び１０８ｂや上
前板１０１とネジ止めされており、ヒンジ１１７を介して扉１１６を支持するとともに、
筺体１００の強度を高めている。
【００２３】
　第一補強部材３０１、第二補強部材３０２及びスプリングホルダ３０３は、筺体１００
の強度を高めるとともに、水槽２００、給水装置２０１及び乾燥フィルタケース２０７の
支持構造を形成する。
【００２４】
　第一補強部材３０１は、ステンレス鋼板により形成された部材であり、下側が開口した
コの字状の概形を有するとともに、細部には複雑な凹凸形状が設けられて強度が高められ
ている。第一補強部材３０１は、左側板１０８ａの上部のうち手前側の位置と右側板１０
８ｂの上部のうち手前側の位置との間に架け渡されており、ネジ３０９ａ及び３０９ｂに
よって左側板１０８ａに、ネジ３０９ｃ及び３０９ｄによって右側板１０８ｂに固定され
ている。
【００２５】
　第一補強部材３０１の上面のうち手前側の部分には、前天板１０４が覆いかぶさって当
接している。これによって、製品の組み立て時において、第一補強部材３０１が前天板１
０４の位置合わせの基準となるので、製品の製造が容易となる。また、前天板１０４に下
向きの力が加わったとき（例えば、使用者が前天板１０４上に手をついたとき）、第一補
強部材３０１が前天板１０４を支えるため、前天板１０４の変形が抑制される。一方、第
一補強部材３０１の上面のうち奥側の部分には、後天板１０７が覆いかぶさって当接して
いる。
【００２６】
　第二補強部材３０２は、第一補強部材３０１と同様に、ステンレス鋼板により形成され
、下側が開口したコの字状の概形を有するとともに、細部には複雑な凹凸形状が設けられ
て強度が高められている。第二補強部材３０２は、左側板１０８ａの上部のうち奥側の位
置と右側板１０８ｂの上部のうち奥側の位置との間に架け渡されており、ネジ３０９ｅ及
び３０９ｆによって左側板１０８ａに、ネジ３０９ｇ及び３０９ｈによって右側板１０８
ｂに固定されている。
【００２７】
　第二補強部材３０２の上部は、後天板１０７に当接しており、後天板１０７に下向きの
力が加わったとき、第二補強部材３０２が後天板１０７を支えるため、後天板１０７の変
形が抑制される。
【００２８】
　図２に示すように、第一補強部材３０１の上面は、第二補強部材３０２の上面よりも低
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くなっている。これによって、操作パネル１１１を配するスペースを効率よく確保するこ
とができる。というのは、操作パネル１１１は、操作面をなすガラス材、裏側に配される
ＬＥＤ、回路基板等を含むため厚みが大きく、従って、第一補強部材３０１の高さと第二
補強部材３０２の高さを同一とすると、操作パネル１１１の厚み分だけ前天板１０４の上
面をより高くしたり、操作パネル１１１を小さくして前天板１０４のうち手前側部分（上
下方向に関して第一補強部材３０１と重ならない位置）のみに配したりしなければならな
いからである。
【００２９】
　スプリングホルダ３０３は、ガラス繊維を含有するポリプロピレン（ガラス繊維強化ポ
リプロピレン）によって形成された部材であり、第一補強部材３０１と第二補強部材３０
２との間に架け渡されている。図４に示すように、スプリングホルダ３０３は、一端に設
けられた第一当接部３１２と、第一当接部３１２から上向きに折れ曲がる折曲部３１８ａ
と、折曲部３１８ａから上り傾斜となるように形成された斜面部３１３と、斜面部３１３
から水平に折れ曲がる折曲部３１８ｂと、折曲部３１８ｂから水平に（第一当接部３１２
と並行に）形成された平坦部３１４と、平坦部３１４から連続し、スプリングホルダ３０
３のもう一端をなす第二当接部３１５と、を備える。このように、スプリングホルダ３０
３を折れ曲がった形状とすることによって、スプリングホルダ３０３の強度を高めるとと
もに、第一補強部材３０１と第二補強部材３０２との間に高低差があるにもかかわらず、
これらの間にスプリングホルダ３０３を架橋することができる。
【００３０】
　また、スプリングホルダ３０３は、爪部３０４及びピン３０５を備えている。爪部３０
４は、斜面部３１３に設けられた爪状の部位であり、第一補強部材３０１の縁に上面側か
ら引っ掛かっている。爪部３０４は、スプリングホルダ３０３と第一補強部材３０１との
位置合わせに供するとともに、後述するネジ３０６ａ～３０６ｄにかかる負荷を軽減し、
ネジ３０６ａ～３０６ｄの緩みを抑制する。ピン３０５は、第二当接部３１５の下面に設
けられた突起である。ピン３０５は、第二補強部材３０２を上下に貫通する穴に挿入され
ており、これによってスプリングホルダ３０３と第二補強部材３０２とが位置合わせされ
る。
【００３１】
　スプリングホルダ３０３は、爪部３０４が第一補強部材３０１の上部と引っ掛かるとと
もに、第一当接部３１２が第一補強部材３０１の下面に当接した状態で、ネジ３０６ａ～
３０６ｄによって留められている。ネジ３０６ａ～３０６ｄは、第一補強部材３０１を、
その上面側から貫通し、第一当接部３１２の下方に設けられたネジボス（図示せず）に捩
じ込まれて留められている。また、スプリングホルダ３０３は、第二当接部３１５が第二
補強部材３０２の上面に当接するとともに、ピン３０５（図４参照）が第二補強部材３０
２に設けられた穴に挿入されて位置合わせされた状態で、ネジ３０６ｅ及び３０６ｆによ
って留められている。ネジ３０６ｅ及び３０６ｆは、第二当接部３１５の上面からスプリ
ングホルダ３０３を貫通し、第二補強部材３０２に設けられたネジ穴（図示せず）に捩じ
込まれて留められている。
【００３２】
　平坦部３１４の下方には、引掛け穴３１１ａ及び３１１ｂが設けられている。図４に示
すように、引掛け穴３１１ａは、水槽２００の上部のうち手前側の位置に設けられた引掛
け穴３１１ｃに、吊バネ３１０ａを介して接続されている。吊バネ３１０ａは、一端部の
フック３１６ａが引掛け穴３１１ａに引っ掛けられ、他端部のフック３１６ｂが引掛け穴
３１１ｃに引っ掛けられている。一方、引掛け穴３１１ｂは、水槽２００の上部のうち奥
側の位置に設けられた引掛け穴３１１ｄに、吊バネ３１０ｂを介して接続されている。吊
バネ３１０ｂは、一端部のフック３１６ｃが引掛け穴３１１ｂに引っ掛けられ、他端部の
フック３１６ｄが引掛け穴３１１ｄに引っ掛けられている。このようにして、スプリング
ホルダ３０３は、吊バネ３１０ａ及び３１０ｂを介して水槽２００を吊持している。
【００３３】
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　運転中、水槽２００には大きな振動が生じるため、吊バネ３１０ａ及び３１０ｂの端部
（それぞれフック３１６ａ及び３１６ｃ）は、それぞれ引掛け穴３１１ａ及び３１１ｂの
縁と摺動する。スプリングホルダ３０３は、鋼板ではなくガラス繊維強化ポリプロピレン
によって形成されているので、摺動によって異音が発生したり、フック３１６ａ及び３１
６ｃが摩擦に耐えられずに切れたりするのを防ぐことができ、かつ、十分な強度を確保で
きる。なお、部品点数や製造工程数が増えてしまうが、スプリングホルダ３０３全体でな
く引掛け穴３１１ａ及び３１１ｂの周辺のみ樹脂製とすることもできる。
【００３４】
　最後に、両側板１０８ａ及び１０８ｂと、第一補強部材３０１と、第二補強部材３０２
とによる給水装置２０１及び乾燥フィルタケース２０７の支持構造について説明する。
　給水装置２０１は、ネジ３０９ｉ及び３０９ｊによって左側板１０８ａに固定されてい
る。また、給水装置２０１は、係合部３０７によって第一補強部材３０１に引っ掛かると
もに、ネジ３０９ｋ及び３０９ｌによって第一補強部材３０１に固定されている。さらに
、給水装置２０１は、ネジ３０９ｍによって第二補強部材３０２にも固定されている。こ
のようにして、給水装置２０１は、左側板１０８ａ、第一補強部材３０１及び第二補強部
材３０２によって支持される。
【００３５】
　乾燥フィルタケース２０７は、ネジ３０９ｎ及び３０９ｏによって右側板１０８ｂに固
定されている。また、乾燥フィルタケース２０７は、係合部３０８ａによって第一補強部
材３０１に引っ掛かり、係合部３０８ｂによって第二補強部材３０２に引っ掛かっている
。このようにして、乾燥フィルタケース２０７は、右側板１０８ｂ、第一補強部材３０１
及び第二補強部材３０２に支持される。
【００３６】
　給水装置２０１や乾燥フィルタケース２０７を、側板１０８ａ又は１０８ｂのみによっ
て支持する場合、運転中に、給水装置２０１や乾燥フィルタケース２０７がその支持部を
軸に振動し、騒音の原因となったり側板１０８ａ又は１０８ｂの歪みの原因となったりす
ることがある。本実施形態の支持構造によれば、上記のように、給水装置２０１や乾燥フ
ィルタケース２０７を、両側板１０８ａ及び１０８ｂだけでなく第一補強部材３０１及び
第二補強部材３０２によっても支持するので、給水装置２０１や乾燥フィルタケース２０
７の振動を抑制することができる。
【００３７】
　本実施形態によれば、スプリングホルダ３０３をガラス繊維強化ポリプロピレンにより
形成することによって、スプリングホルダ３０３を一部材で構成しながらも、高い強度を
確保するとともに、フック３１６ａ及び３１６ｃが摩擦により破損したり異音が発生した
りするのを防ぐことができる。
【００３８】
　　＜第二の実施形態＞
　第二の実施形態について、主に図５を参照しながら、第一の実施形態と異なる部分を中
心に説明する。
　本実施形態のドラム式洗濯機のスプリングホルダ３０３は、全体がステンレス鋼によっ
て形成されている。また、フック３１６ａ及び３１６ｃには、それぞれ樹脂製の摺動部材
３１７ａ及び３１８ｂが設けられている。摺動部材３１７ａ及び３１７ｂとしては、例え
ば、管状に形成された軟質樹脂（例えばポリウレタン）を用いると良い。管状に形成され
た軟質樹脂を用いる場合、摺動部材３１７ａ及び３１７ｂの管の穴のなかに、それぞれフ
ック３１６ａ及び３１６ｃを通すだけで、摺動部材３１７ａ及び３１７ｂの取り付けが可
能である。
【００３９】
　摺動部材３１７ａ及び３１７ｂとしては、ポリウレタン等の軟質樹脂だけでなく、ポリ
プロピレンやＡＢＳ樹脂等の硬質樹脂を用いることもできる。この場合、例えば、フック
３１６ａ及び３１６ｃの内周に沿う形状に摺動部材３１７ａ及び３１７ｂを形成し、フッ
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ク３１６ａ及び３１６ｃの内周に、それぞれ摺動部材３１７ａ及び３１７ｂを接着すれば
良い。
【００４０】
　本実施形態によれば、フック３１６ａ及び３１６ｃに樹脂製の部材を取り付けることに
より、フック３１６ａ及び３１６ｃがステンレス鋼製のスプリングホルダ３０３に直接接
触しない。このため、引掛け穴３１１ａや引掛け穴３１１ｂがステンレス鋼で形成されて
いるにもかかわらず、フック３１６ａ及び３１６ｃが破損したり異音が発生したりするの
を防ぐことができる。
　なお、本実施形態において、スプリングホルダ３０３は、ステンレス鋼でなくアルミニ
ウム系合金等の他の金属材料によって形成しても良い。
【００４１】
　　＜第三の実施形態＞
　第三の実施形態について、主に図６を参照しながら、第一の実施形態と異なる部分を中
心に説明する。
　本実施形態では、第一の実施形態と異なり、第一補強部材３０１の上面は、第二補強部
材３０２の上面よりも高くなっている。スプリングホルダ３０３は、第一補強部材３０１
と第二補強部材３０２との間に架け渡されているが、第一の実施形態とは異なり、第一補
強部材３０１に第二当接部３１５が当接し、第二補強部材３０２に第一当接部３１２が当
接している。即ち、手前側から奥側へ向けて、斜面部３１３が下り傾斜となっている。
【００４２】
　第一の実施形態と同様に、スプリングホルダ３０３は、爪部３０４及びピン３０５を備
えている。爪部３０４は、第二補強部材３０２の縁に上面側から引っ掛かっており、ピン
３０５は、第一補強部材３０１を上下に貫通する穴に挿入されており、これによってスプ
リングホルダ３０３と第一補強部材３０１とが位置合わせされる。
【００４３】
　スプリングホルダ３０３は、爪部３０４が第二補強部材３０２の上部と引っ掛かるとと
もに、第一当接部３１２が第二補強部材３０２の下面に当接した状態で、ネジ３０６ｈ及
び図示しない３本のネジによって留められている。これら４本のネジは、第二補強部材３
０２を、その上面側から貫通し、第一当接部３１２の下方に設けられたネジボス（図示せ
ず）に捩じ込まれて留められている。また、スプリングホルダ３０３は、第二当接部３１
５が第一補強部材３０１の上面に当接するとともに、ピン３０５が第一補強部材３０２に
設けられた穴に挿入されて位置合わせされた状態で、ネジ３０６ｇ及び図示しない一本の
ネジによって留められている。これら２本のネジは、第二当接部３１５の上面からスプリ
ングホルダ３０３を貫通し、第二補強部材３０２に設けられたネジ穴に捩じ込まれて留め
られている。
【００４４】
　図示はしないが、給水装置２０１及び乾燥フィルタケース２０７の前側部位は、第一の
実施形態と同様に、第一補強部材３０１の下をくぐるように配されており、それぞれの上
部が第一補強部材３０１に固定されている。一方、給水装置２０１及び乾燥フィルタケー
ス２０７の後側部位は、第二補強部材３０２の上を跨ぐように配されており、それぞれの
下部が第二補強部材３０２に固定されている。
【００４５】
　水槽が前上がりに設けられたドラム式洗濯機においては、筺体の前側上部にスペースが
少ないことが多い。本実施形態によれば、第一補強部材３０１を第二補強部材３０２より
も高くし、第一補強部材３０１と第二補強部材３０２との間に折れ曲がったスプリングホ
ルダ３０３を架け渡すことにより、第一補強部材３０１、給水装置２０１及び乾燥フィル
タケース２０７が水槽２００と干渉しないようにするとともに、スプリングホルダ３０３
の強度を高めることができる。
【００４６】
　以上説明した少なくとも一つの実施形態によれば、両側板間に架け渡された第一補強部
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材及び第二補強部材の間に、第三補強部材たるスプリングホルダを架け渡し、スプリング
ホルダが吊バネを介して水槽を吊持する構成とすることによって、水槽の重量を第一補強
部材及び第二補強部材の二つで受け止めるため、水槽の吊持構造の強度を高くすることが
できる。
【００４７】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【符号の説明】
【００４８】
　図面中、１００は筺体、１０８ａは左側板、１０８ｂは右側板、１１４は乾燥フィルタ
、２０７は乾燥フィルタケース（乾燥機構の一部）、２００は水槽、２０１は給水装置、
３００は扉取付板、３０１は第一補強部材、３０２は第二補強部材、３０３はスプリング
ホルダ（第三補強部材）、３０４は爪部、３０５はピン、３１０ａは吊バネ（第一吊バネ
）、３１０ｂは吊バネ（第二吊バネ）、３１１ａは引掛け穴（第二バネ掛け部）、３１１
ｂは引掛け穴（第四バネ掛け部）、３１１ｃは引掛け穴（第一バネ掛け部）、３１１ｄは
引掛け穴（第三バネ掛け部）、３１７ａは摺動部材（第一摺動部材）、３１７ｂは摺動部
材（第二摺動部材）を示す。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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